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㸰㹄㸰㸯�

研究開発プロジ࢙クトの≉ᚩと研究成果の分野横᩿性との 

関係性に関する考ᐹ 

 

 
 ᶫ本 ⸅（NEDO）ࠊᲚ川 ⿱▮（ᮾிᕤ業大学）ࠊᆏ田 ୍㑻（ᮾி大学）ࠊᕤ⸨ ⚈⿱（NEDO）ۑ

 

 
㸯㸬 イントロダクション 

 

 所ᚓの増大ࡸ⏕活の質の向ୖをᨭえる経済成長は技術革新がᨭえており（Solow,1956 1957）ࠊ技術革

新をもたらす㔜要な要⣲の 1 が「大学などで行われている学術的な研究」と言われているࡘ

（Mansfield,1991）。またࠊこれら学術的な研究の成果が科学技術ຊの向ୖに⧅がりࠊ経済成長ࠊ㞠用

増大ࠊ⏕活の質の向ୖなどに⧅ࡆるためにはࠊ学術的な研究成果の産業応用をಁ㐍しࠊ㛫のࣕࢠップを

ᇙめることも㔜要である。 

 我が国においてはࠊ新たな科学技術を造することを┠的としてࠊᵝࠎな公的ᨭが行われておりࠊ

新ࢿ࢚ルࢠー・産業技術総合開発機構（以ୗࠊ「NEDO」）ではࠊ政策的・♫会的ព⩏を຺しࠊࡘࡘᇶ┙

的な研究開発からฟཱྀを見ᤣえた研究開発までࠊᖜᗈい領域において研究開発プロジ࢙クト（以ୗࠊ「プ

ロジ࢙クト」）を計⏬しࠊ産学ᐁのຊを結㞟してプロジ࢙クトを推㐍している。しかしながらࠊ技術革

新は学術界ࡸ産業界などの分野の異なるプレイࣖー㛫における」㞧な┦స用の୰から⏕まれるとさ

れておりࠊ༢に研究開発のሙを構⠏するだけで技術革新は起こらない（$ndreas et al., 2000）。ᇶ♏

的な研究活動が最⤊的に産業ᐤ与するまでの経㊰はᴟめて」㞧で長くࠊまたࠊ研究プロジ࢙クトから

┤᥋的に⏕じた新〇ရࡸ新サービスのみに↔点をᙜてた費用対ຠ果分析はࠊ研究活動から発⏕するࣜタ

ーンをᢕᥱするᡭἲとしては㐺ษでありࠊㄗったゎ㔘を⏕じさࡏるᜍれがある（Mowery,1994）。科学

技術政策ࠊ産業政策ࠊ経済政策などが技術革新とどのような関係をᣢっているかྛࠊ✀政策的なᨭと

技術革新を結びࡘけるためにはどのようなことが必要なのかという問いに対してࠊ明確なゎが↓いとい

うのが現状である（㕥ᮌ,2011）。 

 第 4 期科学技術ᇶ本計⏬➼では産学ᐁの「▱」のࢿット࣡ークᙉ化の必要性が指摘されておりࠊ科学

技術による技術革新をຠ⋡的かࡘ㎿㏿に㐍めるためにࠊ産学ᐁのከᵝな▱識ࡸ研究開発⬟ຊを結㞟し研

究開発を推㐍するという方㔪が示されておりࠊプロジ࢙クトの⫼ᬒࠊ┠的ࠊ体ไ➼の性質に応じてプロ

ジ࢙クトの▱的成果がどのようにฟされているのかを分析することは㠀ᖖに㔜要である。しかしࠊプ

ロジ࢙クトの性質と研究成果との関係性に関してはࠊSakakibara が国のࢥンࢯーシアム系プロジ࢙クト

がプロジ࢙クトཧ加業の研究開発投資つᶍの増大ࡸ研究開発スࣆードの向ୖにᐤ与しࠊ業の研究開

発の⿵的ᙺとしてᙺ立っていることを明らかにしているがࠊඛ行研究の事はࡑれどከくない

（Sakakibara,1997）。 

 本研究ではࠊプロジ࢙クトの成果の୰で≉に論文の情報を活用しࠊプロジ࢙クトのᙜึの計⏬と最⤊

的な成果の性質の関係性にࡘいて分析する。ල体的にはࠊ研究開発の成果として投✏された論文の研究

分野ᒓ性を整⌮することで研究成果の interdisciplinary（分野横᩿性）を確認しࠊこの結果がプロジ

論文の情報をࠊクト⤊ᚋのホ౯と整合がྲྀれているかをホ౯することで࢙プロジࡸ⏬クトᙜึの計࢙

ᇶにしたプロジ࢙クトの質的なホ౯をヨみる。 

 

 

㸰㸬 データとᡭἲ 

  

 プロジ࢙クトのᙜึの計⏬と最⤊的な成果との関係性を明らかにするという研究┠的を㐩成するた

めにࠊ本研究では NEDO が過去に実施したプロジ࢙クトのうࠊࡕ論文投✏数がከいものを」数㑅ฟしࠊ

プロジ࢙クトの研究計⏬ࡸ᭷識者によるプロジ࢙クト⤊ᚋのホ౯結果（以ୗࠊ「事ᚋホ౯」）とࠊプロ

ジ࢙クトの成果物である論文の性質とを比較しࠊ分析を行う。なおࠊ本研究は論文をアウトプットの指

ᶆとして用いていることからࠊ研究のテーマはᇶ♏的・ᇶ┙的なものを㑅定した。 
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 論文の情報はࠊプロジ࢙クト⤊ᚋに成果物として NEDO  eb of:ࠊࡕ提ฟされる論文のࣜストのう

Science において᳨⣴ྍ⬟なもののみを分析の対㇟とした。本研究ではࠊ研究成果の分野横᩿性に╔┠

するためྛࠊプロジ࢙クトの論文の情報を :eb of Science で᳨⣴しࠊSubMect Category（SC）の情報

をྲྀᚓすることでࠊಶࠎの論文の研究分野をタ定した。分野横᩿性のุ定にはࠊ㞟୰ᗘを表す指ᶆであ

るࣁーシࣗマン・ࣁーフンダール指数（++I）を用した。ある論文の㞟合の୰でࠊ≉定の SC の合

を ; �としたࠊ++I は 

 

++I   ;1
2 � ;2

2 � ;3
2 � ͏͏ � ;n

2 

 

で表される。++I の್が最大್の 10,000 に近いど研究分野のᐻ༨ᗘが大きく（分野横᩿性がᑠさい）ࠊ

್が最ᑠ್の 0 に近いど研究分野のᐻ༨ᗘがᑠさい（分野横᩿性が大きい）と考えࠊ分析を行った。

なおࠊ++I はࠊプロジ࢙クト成果として投✏された論文（以ୗࠊ「投✏論文」）の ++I に加えてࠊ投✏さ

れた論文のうࡕ⿕ᘬ用௳数が大きいୖ の研究分（「ᘬ用論文」ࠊ以ୗ）の論文をᘬ用している論文ࡘ5

野に関する ++I も算ฟした。 

 

 

３㸬 結果 

 

 分析対㇟のプロジ࢙クトおよびྛプロジ࢙クトにおいて投✏された論文の++Iࡸᇶ♏的な情報にࡘい

てまとめた୍ぴを表 1に示す。またྛࠊプロジ࢙クトのᇶ本計⏬ࡸ事ᚋホ౯においてグ載された࢟ー࣡

ードをᇶにࡑࠊれࡒれのプロジ࢙クトの≉ᚩを整⌮した୍ぴを表 表ࠊ2 3にࡑれࡒれ示す。 

 

表 1 分析対㇟プロジ࢙クトと投✏された論文のᇶ♏情報 

䝥䝻䝆䜵䜽䝖ྡ⛠ 
䝃䞁䝥䝹 

ㄽ文数 

㻿㻯 

⥲数 

䝥䝻䝆䜵䜽䝖 

యの 㻴㻴㻵 

⿕ᘬ⏝௳数 

ୖ 5 ㄽ文の

ᖹᆒ 㻴㻴㻵 

⿕ᘬ⏝௳数 

ୖ 5 ㄽ文の 

ᖹᆒ⿕ᘬ⏝௳数 

㧗ຠ⋡᭷ᶵ䝕䝞䜲䝇の開発 85 125 㻟㻠㻟8 2㻣22㻚㻢 91

㉸㟁ᑟᛂ⏝ᇶ┙ᢏ⾡◊✲開発 1㻣5 201 㻢㻠8㻠 㻣125 199㻚㻢

䝅䝘䝆䞊䝉䝷䝭䝑䜽䝇のᢏ⾡開発 2㻠2 29㻣 5㻟㻟0 㻟955㻚8 10㻣㻚㻠

䝘䝜䝺䝧䝹㟁Ꮚ䝉䝷䝭䝑䜽䝇 5㻢 㻣㻟 㻟5㻣㻠 㻟2㻠㻟㻚8 㻟0㻚2

䝘䝜䝬䝔䝸䜰䝹䞉䝥䝻䝉䝇ᢏ⾡ 

（䝘䝜䜹䞊䝪䞁ᛂ⏝〇ရ〇䝥䝻䝆䜵䜽䝖） 
㻠2 㻢㻢 㻟㻢50 㻟㻢20㻚㻟 21㻠㻚8

䝘䝜ィ ᇶ┙ᢏ⾡ 51 99 1㻠9㻣 2㻟5㻣㻚㻢 58㻚㻢

 

 

表 � プロジ࢙クトᇶ本計⏬のグ載ෆᐜ 

䝥䝻䝆䜵䜽䝖ྡ⛠ 

ᇶ本ィ⏬のグ㍕ෆᐜ 

䝔䞊䝬の 

ඹ㏻ᇶ┙ᛶ

ᛂ⏝ศ㔝

のᐃ 
◊✲యไ

⏘学ᐁ 

㐃ᦠ 

␗ศ㔝 

㐃ᦠ 
㐃ᦠศ㔝 

㧗ຠ⋡᭷ᶵ䝕䝞䜲䝇の開発 䕿 䕿 
ศᩓ 

㞟୰◊ 
䕿 䕿 

ᮦᩱ䠇䝕䝞䜲䝇

䠇ᶵჾ 

㉸㟁ᑟᛂ⏝ᇶ┙ᢏ⾡◊✲開発 䕿 㽢 㞟୰◊ 䕿 䕿 ᮦᩱ䠇⣲Ꮚ 

䝅䝘䝆䞊䝉䝷䝭䝑䜽䝇のᢏ⾡開発 䕿 䕿 㞟୰◊ 䕿 䕿 ᮦᩱ䠇㒊ᮦ 

䝘䝜䝺䝧䝹㟁Ꮚ䝉䝷䝭䝑䜽䝇 䕿 䕿 㞟୰◊ 䕿 䕿 
ᇶ♏䝥䝻䝉䝇 

䠇䝕䝞䜲䝇 

䝘䝜䝬䝔䝸䜰䝹䞉䝥䝻䝉䝇ᢏ⾡ 

（䝘䝜䜹䞊䝪䞁ᛂ⏝〇ရ〇䝥䝻䝆䜵䜽䝖） 
䕿 䕿 㞟୰◊ 䕿 䕿 

ᮦᩱ䠇䝕䝞䜲䝇

䠇ホ౯ 

䝘䝜ィ ᇶ┙ᢏ⾡ 䕿 㽢 
ྛ䝔䞊䝬

⊂❧ 䕿 
ྛ䝔䞊䝬 

⊂❧ 
ィ  
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表 � プロジ࢙クト事ᚋホ౯のグ載ෆᐜ 

䝥䝻䝆䜵䜽䝖ྡ⛠ 
ᚋホ౯のグ㍕ෆᐜ 

ᡂᯝỈ‽ 㐃ᦠホ౯ ᚋ䛻ྥ䛡䛯ㄢ㢟 

㧗ຠ⋡᭷ᶵ䝕䝞䜲䝇の開発 
䕿 

（2㻚㻣 㻛 㻟㻚0）

㽢 

（䝥䝻䝆䜵䜽䝖యの㐃ᦠᕼⷧ）

䜘䜚ᐇ⏝䜢ព㆑䛧䛯ᚋの◊✲の㐍ᒎ䛜

ᮃ䜎䜜䜛䚹 

㉸㟁ᑟᛂ⏝ᇶ┙ᢏ⾡◊✲開発 
䕿 

（2㻚㻟 㻛 㻟㻚0）

㽢 

（䜾䝹䞊䝥㛫の㐃ᦠᕼⷧ） 

䜎䛰ᕷሙཷ䛡ධ䜜のẁ㝵䛷䛿䛺䛔䛜䚸䝥䝻

䝆䜵䜽䝖䛷☜❧䛧䛯ᇶ┙ᢏ⾡ᡂᯝ䜢ᐇ⏝

䛻⤖䜃䛴䛡䜛◊✲⥅⥆䜢ᮇᚅ䚹 

䝅䝘䝆䞊䝉䝷䝭䝑䜽䝇のᢏ⾡開発 
䕿 

（2㻚㻣 㻛 㻟㻚0）

䕿 

（⏘学ᐁ䛜䜘䛟㐃ᦠ） 

ᐇ⏝の┠ฎ䛜❧䛴䜎䛷のᨭ䛜ᚲせ䚹 

ᚋ䜒ྠ✀の⼥ྜⓗ䛺発䛻䜘䜛ྲྀ䜚⤌䜏

䜢ᮇᚅ䚹 

䝘䝜䝺䝧䝹㟁Ꮚ䝉䝷䝭䝑䜽䝇 
䕿 

（2㻚8 㻛 㻟㻚0）

䕿 

（ᚓពศ㔝䜢⏕䛛䛧䛶䜘䛟㐃

ᦠ） 

䝥䝻䝆䜵䜽䝖ཧຍᴗ௨እ䜔ศ㔝䜈ᡂᯝ

䜢ᒎ開䛩䜛ᨭ䜢ᮇᚅ䚹ᚋ䜒ᇶ┙䛸ᛂ⏝

の୧㠃䛜㐍䜐䝥䝻䝆䜵䜽䝖のᐇ䜢ᮇᚅ䚹 

䝘䝜䝬䝔䝸䜰䝹䞉䝥䝻䝉䝇ᢏ⾡ 

（䝘䝜䜹䞊䝪䞁ᛂ⏝〇ရ〇䝥䝻䝆䜵䜽䝖） 

䕿 

（2㻚㻢 㻛 㻟㻚0）

䕿 

（䜾䝹䞊䝥㛫の㐃ᦠ䛜Ⰻ䛔） 

䝥䝻䝆䜵䜽䝖䛷ᚓ䜙䜜䛯ᡂᯝ䜢✚ᴟⓗ䛻ά⏝

䛧䛯ᛂ⏝〇ရの開発ಁ㐍のດຊ䛜ᚲせ䚹 

䝘䝜ィ ᇶ┙ᢏ⾡ 
䕿 

（2㻚㻢 㻛 㻟㻚0）

㽢 

（ྛ䝔䞊䝬㛫の㐃ᦠᕼⷧ） 

開発䛥䜜䛯ィ ⨨䛚䜘䜃ᢏ⾡䛿㠀ᖖ䛻䝺

䝧䝹䛜㧗䛔᭱ඛ➃のᡂᯝ䚹ᴗ➼ᖜᗈ䛔

◊✲ᶵ㛵䛷ά⏝䛥䜜䜛䜘䛖ດຊ䛜ᚲせ䚹 

 

 

 表 1 のとおりࠊプロジ࢙クトに応じて ++I の大ᑠにばらࡘきがあることが明らかとなった。「㉸電ᑟ

応用ᇶ┙技術研究開発」ࡸ「シࢼジーࢭラミックスの技術開発」のようにࠊ研究開発の成果が≉定の研

究分野に೫っている୍方でࡑࠊれ以እのプロジ࢙クトは研究分野がᖜᗈいものとなっている。またࠊ「シ

クトの成果である投✏論文の࢙プロジࠊラミックスの技術開発」などのようにࢭジーࢼ ++I の್とᘬ用

論文の ++I の್とでࠊ結果の性質が異なる事も確認できた。 

 ḟに表 2のとおりࠊ対㇟としたプロジ࢙クトの┠的を整⌮した。とࢇどのプロジ࢙クトがࠊᑗ᮶の

産業の発展をᨭえることを┠的としたඹ通ᇶ┙的な研究をテーマとしておりࠊ異なる分野の▱識を㞟結

して大きな成果を⏕みฟすことを≺ったものとなっている。またࠊᇶ┙的な研究開発成果を産業結び

 。応用研究開発もྠに㐍めているࠊクトにおいて࢙どのプロジࢇとࠊけるためにࡘ

 またࠊ表 3のとおりࠊ事ᚋホ౯結果を整⌮した。いずれのプロジ࢙クトもࠊ研究の成果は㠀ᖖにレベ

ルの㧗いものであるというホ౯がᚓられている。なおࠊ成果Ỉ‽のิのスࢥアはࠊ事ᚋホ౯における研

究成果に関してホ点を表しており3ࠊ 点‶点୰ఱ点でホ౯されたかをグ載した。୍方୍ࠊ部のプロジ࢙

クトではࠊ▱識の㞟結をពᅗした研究体ไを構⠏していながらࠊ研究開発の連ᦠが༑分ではないという

ホ౯がᚓられている。 

  

 

㸲㸬 考ᐹ 

 

 投✏論文の ++I はࠊཧ⏬している業ࡸ大学のᒓ性（研究分野）にከᵝ性があるということ示してい

ると考えられる。これは≉にࠊ物⌮≉性ࠊ材料୰の✵Ꮝࠊ表面構造ࠊ⇕物性といったࠊᵝࠎな分野の計

 技術の確立を┠指した「ࢼノ計 ᇶ┙技術」で≉に ++I の್がᑠさくࠊ「㉸電ᑟ応用ᇶ┙技術研究開

発」ࡸ「シࢼジーࢭラミックスの技術開発」といったࠊ≉定のテーマに㔜点化して研究を実施している

プロジ࢙クトで ++I の್が大きいという結果からも推ᐹすることができる。 

୍方ࠊᘬ用論文の ++I はࠊプロジ࢙クトの成果物である論文をどのような研究分野にᘬ用しているか

を表現しているためࠊ投✏論文の ++I よりもプロジ࢙クトの成果の分野横᩿性をよりᙉく表現している

と考えられる。この㎶はࠊ応用研究のㄢ題タ定をしているかどうかでࡑのᚋのἼ及が変わってくると推

ᐹすることができる。 

またࠊ研究開発ᣐ点に▱識を㞟⣙して推㐍する研究体ไを構⠏することࡸ異分野・産学ᐁ連ᦠして研

究開発を推㐍することとࠊ投✏論文およびᘬ用論文の++Iの್はᙉく┦関していないことも確認できた。

ྠᵝにࠊ事ᚋホ౯の研究連ᦠに対するホ౯との㛫でもᙉい┦関は見られなかった。ࡑのためࠊ研究成果

の分野横᩿性はࠊ物⌮的な研究の体ไよりもࠊタ定された研究ㄢ題にᙉく影響されることが推ᐹされる。 
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これに加えてࠊ投✏論文とᘬ用論文の ++I の㐪いを比較するとࠊ「㧗ຠ⋡᭷機デバイスの開発」ࠊ「シ

ࢼ）ス技術ࢭノマテࣜアル・プロࢼ」ࠊ「ラミックスࢭノレベル電子ࢼ」ࠊ「ラミックスの技術開発ࢭジーࢼ

ノカー࣎ン応用〇ရ〇プロジ࢙クト）」にࡘいてはࠊᘬ用文献の ++I の方がᑠさいࠊすなわࠊࡕᘬ用

文献の方が分野横᩿性が大きいという結果がᚓられている。プロジ࢙クトの୰でඹ通ᇶ┙的な研究テー

マと応用開発テーマをඹ存さࡏているሙ合にこの傾向が見られることからࠊ応用開発のテーマタ定を行

うことでࠊプロジ࢙クト成果をᖜᗈくἼ及さࡏることができるྍ⬟性があると考えられる。 

以ୖよりࠊプロジ࢙クトでタ定したㄢ題とプロジ࢙クト成果の分野横᩿性との㛫に関係性が見られた

ことࠊおよびプロジ࢙クト成果の分野横᩿性はࠊ物⌮的な連ᦠ体ไの構⠏よりもࠊプロジ࢙クトのㄢ題

タ定の影響をᙉくཷけるྍ⬟性があることが示၀された。しかしࠊ分析のサンプル数が少ないためࠊ研

究の信㢗性を㧗めるためにࠊ᭦にከ面的な分析を⥅続する必要がある。 

 

 

㸳㸬 結論 

 

本研究ではࠊᇶ♏的・ᇶ┙的なフ࢙ーࢬの研究開発においてࠊプロジ࢙クトの⫼ᬒࠊ┠的ࠊ体ไ➼の

性質に応じてプロジ࢙クトの▱的成果がどのようにฟされているのかを分析することを┠的としࠊプ

ロジ࢙クトの研究体ไࡸタ定ㄢ題とࠊ投✏論文ࡸᘬ用論文の分野横᩿性との関係性を分析した。 

タ定されたㄢ題から影響をཷけるࠊ研究体ไのᙧᘧよりもࠊ研究開発成果の分野横᩿性はࠊの結果ࡑ

ことが確認できた。 

ᚋはࠊ本研究の信㢗性を㧗めるためࠊᘬき続きከ面的な分析を⥅続する。 
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